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平成 31年 3月 8日 

            東 京 税 関 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 差止点数が 20 万点超え  

○ 輸入差止件数は 7,163 件（前年比 14.7%減）、輸入差止点数は 219,576点（前年

比 14.0％増）となり、差止点数が 20 万点を超えました。 

 

 

２． 中国来が依然として高水準   

○ 中国からの差止件数は 6,195 件（前年比 17.9%減、構成比 86.5%）、差止点数は

156,556点（前年比 0.7%減、構成比 71.3%）となり、平成 19年以降、件数・点数

共に最大の仕出国となっています。 

 

 

３． 知的財産別では著作権の差止点数が増加   

○ 著作権侵害物品の差止点数は 29,313点（前年比 144.5％増、構成比 13.3％）と

3 年連続の増加となりました。侵害物品は人気のアニメやゲーム等のキャラクタ

ーを模倣したものが多く、国内で人気の高いものが増加する傾向にあります。 

 

 

４． 輸送形態別では郵便物の差止件数が約 9 割  

○ 郵便物の差止件数は 6,274件（前年比 17.8%減、構成比 87.6%）となり、輸送形

態の約 9 割を占めています。安価な輸送費用や手続きの簡便さなどから、運搬具

として郵便物が用いられる傾向にあります。 

 

 

 

知的財産侵害物品の差止点数が 20 万点超え 
（平成 30 年の東京税関における知的財産侵害物品の差止状況） 

【お問い合わせ先】 

東京税関 税関広報広聴室 

TEL 03-3599-6264 

FAX 03-3599-6442 

報道発表 
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平成 30年における知的財産侵害物品の差止状況（詳細） 
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知的財産侵害物品の輸入差止実績（平成26年～平成30年）

件数 点数

「差止件数」とは、税関が差し止めた知的財産侵害物品の輸入申告及び郵便物の数です。 

「差止点数」とは、税関が差し止めた知的財産侵害物品の数です。 

例えば、１つの輸入申告において、20 点の知的財産侵害物品が含まれていた場合は、１件 20 点と

して計上しています。 
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○仕出国（地域）別輸入差止実績        

 

  

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○知的財産別輸入差止実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  輸入差止件数は、中国来が 6,195件（前年比 17.9%減、構成比 86.5%）、次いでフィリピン

来が 321 件（前年比 33.2%増、構成比 4.5%）、香港来が 182件（前年比 16.9%減、構成比 2.5%）

となりました。 

  輸入差止点数は、中国来が 156,556 点（前年比 0.7%減、構成比 71.3%）、次いで香港来が

50,105 点（前年比 142.8％増、構成比 22.8%）、ベトナム来が 3,330 点（前年比 24.1%増、構

成比 1.5%）となりました。 

 

（注） 四捨五入しているため、構成比の合計が 100％とならない場合があります。 
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  輸入差止件数は、例年同様、偽ブランドバッグ等の商標権侵害物品が 6,923件（前年比 15.8%

減、構成比 96.0%）で大半を占めています。次いでデザインを模倣した意匠権侵害物品が 160件

（前年比 83.9%増、構成比 2.2%）、キャラクター関連商品等の著作権侵害物品が 127件（前年比

7.6%増、構成比 1.8%）となりました。 

  輸入差止点数は、商標権侵害物品が 132,416 点（前年比 26.5%増、構成比 60.3%）、次いで意

匠権侵害物品が 30,008 点（前年比 45.8%減、構成比 13.7%）、著作権侵害物品が 29,313 点（前

年比 144.5％増、構成比 13.3%）、となりました。 

（注） 四捨五入しているため、構成比の合計が 100％とならない場合があります。 
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○品目別輸入差止実績  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○輸送形態別輸入差止実績 
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  輸入差止件数は、バッグ類が 2,560 件（前年比 41.9%減、構成比 33.0%）、衣類が 2,084 件

（前年比 158.2%増、構成比 26.8%）、靴類が 626 件（前年比 34.8%減、構成比 8.1%）となり

ました。 
  輸入差止点数は、コンピュータ製品が 36,406点（前年比 41.0%増、構成比 16.6%）、電気製

品が 28,958点（前年比 48.9%減、構成比 13.2%）、携帯電話及び付属品が 26,493点（前年比

44.0%増、構成比 12.1%）となりました。 

（注） 四捨五入しているため、構成比の合計が 100％とならない場合がある。 

 
（注） 四捨五入しているため、構成比の合計が 100％とならない場合がある。 

  輸入差止件数は、郵便物が 6,274件（前年比 17.8%減、構成比 87.6%）、一般貨物が 889件

（前年比 15.8%増、構成比 12.4%）となっており、例年と同様に郵便物が約 9割を占めてい

ます。 

  輸入差止点数は、郵便物が 61,146点（前年比 11.4%減、構成比 27.8%）、一般貨物が 158,430

点（前年比 28.2%増、構成比 72.2%）となっており、件数に反比例して一般貨物の割合が多

くなっています。 

（注） 四捨五入しているため、構成比の合計が 100％とならない場合があります。 
 

  

（注） 四捨五入しているため、構成比の合計が 100％とならない場合があります。 
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H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 

9.7 29.3 49.5 62.6 64.2 72.0 71.8 75.1 

品名 点数 割合 
イヤホン 20,168 69.6% 
アダプタ 3,771 13.0% 
その他 5,019 17.3% 

計 28,958 100.0% 

  

（国際登録第 1026242 号） （第 5626678 号） 

  
（第 6008759 号） （第 6008761 号） 

 

 

 

 

【平成 30年の電気製品差止点数の内訳】 

【スマートフォンの世帯保有率(%)】 

【権利化されている主なオリパラ商標】 

東京税関管内で差止められた 

ピンバッチの侵害品 
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スマホの世帯保有率

出典：総務省 通信利用動向調査 平成 29 年度調査 報道発表資料 
www.soumu.go.jp/johotsusintokei/statistics/data/180525_1.pdf 
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